
修士論文研究指導経験に関する教員アンケート

修士課程の教員（315名）

①　2020年度の修士課程2年生の研究指導について，最も当てはまるものを1つずつ選んでください。

【質問①-1】　2020年度の研究指導における対面・オンラインの割合について，最も当てはまるものを１つ選んでください。

回　答 人数 割合
1 すべて又はほとんどを対面で行った 18 5.7%
2 どちらかといえば対面で行うことが多かった 38 12.1%
3 対面とオンラインで半々で行った 82 26.0%
4 どちらかといえばオンラインで行うことが多かった 75 23.8%
5 すべて又はほとんどをオンラインで行った 102 32.4%
無回答 0 0.0%

総　計 315 100.0%

【質問①-2】　オンラインで研究指導を行うにあたって，インターネット回線に関するトラブル等で支障をきたすことは特になかった。

回　答 人数 割合
1 そう思わない 39 12.4%
2 どちらかといえばそう思わない 51 16.2%
3 どちらとも思わない 14 4.4%
4 どちらかといえばそう思う 80 25.4%
5 そう思う 131 41.6%
無回答 0 0.0%

総　計 315 100.0%

【質問①-3】コロナ禍ではあったが2020年度の「修士論文研究」を通じた研究指導は機能した。

回　答 人数 割合
1 そう思わない 10 3.2%
2 どちらかといえばそう思わない 28 8.9%
3 どちらとも思わない 31 9.8%
4 どちらかといえばそう思う 123 39.0%
5 そう思う 123 39.0%
無回答 0 0.0%

総　計 315 100.0%
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【質問①-4】自信をもって2020年度修了生を送り出せた。

回　答 人数 割合
1 そう思わない 13 4.1%
2 どちらかといえばそう思わない 32 10.2%
3 どちらとも思わない 34 10.8%
4 どちらかといえばそう思う 89 28.3%
5 そう思う 147 46.7%
無回答 0 0.0%

総　計 315 100.0%

②　2020年度の修士課程2年生の研究指導（教育活動）について，以下の各項目について，例年の経験と比較しながら，
最も当てはまるものを1つずつ選んでください。

【質問②-1】　例年と比較して，教員による指導を十分に行えた。

回　答 人数 割合
1 そう思わない 37 11.7%
2 どちらかといえばそう思わない 83 26.3%
3 どちらとも思わない 87 27.6%
4 どちらかといえばそう思う 57 18.1%
5 そう思う 50 15.9%
無回答 1 0.3%

総　計 315 100.0%

【質問②-2】　例年と比較して，研究室に所属する学生同士が十分にコミュニケーションを取れていた。

回　答 人数 割合
1 そう思わない 122 38.7%
2 どちらかといえばそう思わない 111 35.2%
3 どちらとも思わない 47 14.9%
4 どちらかといえばそう思う 21 6.7%
5 そう思う 10 3.2%
無回答 4 1.3%

総　計 315 100.0%

13

32 34

89

147

0
0

20

40

60

80

100

120

140

160

1 2 3 4 5 無回答

人
数

回答番号

37

83 87

57

50

1
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

1 2 3 4 5 無回答

人
数

回答番号

122

111

47

21

10 4

0

20

40

60

80

100

120

140

1 2 3 4 5 無回答

人
数

回答番号



【質問②-3】　例年と比較して，学生の研究に対するモチベーションを維持させることが難しかった。

回　答 人数 割合
1 そう思わない 43 13.7%
2 どちらかといえばそう思わない 28 8.9%
3 どちらとも思わない 66 21.0%
4 どちらかといえばそう思う 114 36.2%
5 そう思う 63 20.0%
無回答 1 0.3%

総　計 315 100.0%

【質問②-4】　例年と比較して，学生の研究活動の進捗を見定めることが難しかった。

回　答 人数 割合
1 そう思わない 57 18.1%
2 どちらかといえばそう思わない 48 15.2%
3 どちらとも思わない 53 16.8%
4 どちらかといえばそう思う 105 33.3%
5 そう思う 51 16.2%
無回答 1 0.3%

総　計 315 100.0%

【質問②-5】　例年と比較して，学生は研究活動に必要なリソース（文献，実験装置，フィールドワーク先など）にアクセスできた。

回　答 人数 割合
1 そう思わない 73 23.2%
2 どちらかといえばそう思わない 95 30.2%
3 どちらとも思わない 83 26.3%
4 どちらかといえばそう思う 35 11.1%
5 そう思う 27 8.6%
無回答 2 0.6%

総　計 315 100.0%
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【質問②-6】　例年と比較して，学生は十分な時間をかけて研究活動を行うことができた。

回　答 人数 割合
1 そう思わない 86 27.3%
2 どちらかといえばそう思わない 85 27.0%
3 どちらとも思わない 76 24.1%
4 どちらかといえばそう思う 41 13.0%
5 そう思う 24 7.6%
無回答 3 1.0%

総　計 315 100.0%

【質問②-7】　例年と比較して，調査や実験計画など，研究内容を絞らざるを得なかった。

回　答 人数 割合
1 そう思わない 52 16.5%
2 どちらかといえばそう思わない 31 9.8%
3 どちらとも思わない 37 11.7%
4 どちらかといえばそう思う 104 33.0%
5 そう思う 90 28.6%
無回答 1 0.3%

総　計 315 100.0%

【質問②-8】　例年と比較して，学生の学会等での発表や参加機会が減少した。

回　答 人数 割合
1 そう思わない 36 11.4%
2 どちらかといえばそう思わない 17 5.4%
3 どちらとも思わない 31 9.8%
4 どちらかといえばそう思う 74 23.5%
5 そう思う 156 49.5%
無回答 1 0.3%

総　計 315 100.0%
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